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202６年２月期第２四半期（中間期）決算説明会 
 

概要 

 

企 業 名：東宝株式会社  

証券コード：9602  

イベント名：202６年２月期第2四半期（中間期）決算説明会  

日 程：2025年１０月1６日（木）  

時 間：15:３0 –16:3０  

登 壇 者：代表取締役社長 社長執行役員 松岡 宏泰、取締役 副社長執行役員 太古 伸幸 
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松岡：代表取締役社長の松岡でございます。本日はご多忙のところ、第2四半期決算説明会にご参加いただ

きまして、誠にありがとうございます。 

早速ですが、決算のエグゼクティブサマリーからご説明いたします。 

2026年 2月期第 2四半期累計の営業収入は 1,916億円、営業利益は 411億円となりました。「鬼滅の

刃」「国宝」のヒットにより、映画事業が好調に推移。「ゴジラ-1.0」の配信権収入の剥落や、帝国劇場の一時

休館の影響等を乗り越え、増収増益となりました。 

また、「鬼滅の刃」「国宝」の記録的なヒットにより、映画事業が当初の予想を大きく上回り推移したことに加

え、IP・アニメ、演劇、不動産事業も堅調に推移したことなどから、通期業績予想を上方修正いたしました。 

トピックスにつきましては、次ページ以降でご説明いたします。 
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まず、映画事業のトピックスです。「鬼滅の刃」「国宝」のメガヒットは、期初のわれわれの予想をはるかに超え

た結果となりました。これにより、東宝グループ配給作品の 2025年 1月から 9月までの累計興行収入は

1,328億円となり、歴代年間興行収入の記録を現在も更新中です。 

また2026年からは、新たにワーナー・ブラザースの洋画作品の国内向け劇場配給を受託することとなりま

した。これにより、ハリウッドメジャースタジオ3社の洋画作品の国内配給を担うこととなり、来期の配給ライ

ンナップに厚みが増すことになります。 
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東宝グループの四半期別の映画館入場者数の推移となります。2026年2月期 2Qの映画館入場者数は、

コロナ禍前の 2020年 2月期 2Qの実績を上回りました。 

今年の夏は「鬼滅の刃」「国宝」以外にも、「TOKYO MER」「8番出口」「ジュラシック・ワールド」といった作品

もヒットし、多くのお客様に映画館へ足を運んでいただきました。 
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10月には、事業環境の変化とグローバルなエンタテインメント市場の拡大を見据え、企業理念を再定義し、

東宝グループ全体を包含する新たな理念体系を制定しました。 

本刷新では、創業者・小林一三が遺した「朗らかに、清く正しく美しく」「健全な娯楽を広く大衆に提供するこ

と」「我々の享くる幸福はお客様の賜ものなり」を理念の礎として再確認するとともに、グループの未来に向

けた羅針盤として、グループ・スローガン「Moments for Life その時間が、人生の力になる。」、グループ・

パーパス「心を揺り動かし、人生の力となる時間を届け、人々の幸福に貢献する」を新たに策定しました。新

スローガンのもと、パーパスの実現に向けて、国内外のグループ一丸で経営を推進してまいります。 
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また、昨日開示いたしました「自己株式の取得および自己株式の公開買付け」についてご説明いたします。当

社の株主であるエイチ・ツー・オー リテイリングから、所有する株式の一部を政策保有株式の見直しの一環で

売却する意向がある旨の連絡を受けました。社内で検討を重ねた結果、EPSおよび ROEなどの資本効率

の向上に寄与し、株主の皆様に対する利益還元につながると判断したため、今回、自己株式の公開買付を実

施いたします。 

公開買付価格は 14日の終値に対して 10%ディスカウントした 8,782円。買付予定数は 200万株、所有

割合 1.18%を上限といたします。 
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続きまして、連結業績ハイライトについてご説明いたします。営業収入は 1,916億円、営業利益は 411億円

でした。「鬼滅の刃」「国宝」のヒットにより映画事業が好調に推移し、「ゴジラ-1.0」の配信権収入の剥落や帝

国劇場の一時休館の影響等を乗り越え、増収増益となりました。 

なお、中間純利益につきましては、政策保有株式の売却に伴い特別利益を計上したことなどにより、増益と

なっております。 
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セグメント別業績一覧となります。こちらは後ほどご確認いただければと思います。 
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四半期別の営業収入の推移です。第 2四半期の営業収入は、「鬼滅の刃」「国宝」のヒットにより映画事業が

好調に推移したことなどにより、前年同期と比べ大幅に増収となりました。 

なお、第 2四半期の海外売上高比率は 7.2%となりました。 
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四半期別の営業利益の推移です。こちらも映画事業が好調だったことなどにより、営業利益は前年同期と比

べ増益となりました。 
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セグメントごとの営業収入と営業利益の増減状況は、記載のとおりです。 
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次に、セグメント別の業績分析です。 

映画事業セグメント全体は好調に推移し、増収増益となりました。映画営業、映画興行、映像関連の各小セグ

メントの前年同期との増減要因は、記載のとおりです。 
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東宝グループ国内配給作品の興行収入の推移となります。「鬼滅の刃」「国宝」などのヒットにより、前年同期

よりも数字が伸びております。 
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東宝グループ映画興行部門の興行収入の推移となります。こちらも好調に推移しております。 

 

 

 

 

 

 



 

15 
 

 

IP・アニメ事業です。営業収入はサイエンス SARUやGKIDSの貢献に加え、ゴジラをはじめとする東宝怪

獣キャラクターの商品化権利用収入や、TOHO animation作品の国内外の配信権利用が伸長し、増収と

なりました。 

営業利益はのれんの償却が発生したことや、前年同期に好調だった「ゴジラ-1.0」「葬送のフリーレン」など

のパッケージ販売や、TOHO animation作品の物販が減少したことなどにより、減益となりました。 
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TOHO animation作品のソース別の営業収入・国内外構成比です。配信とキャラクターライセンスにおい

ては、「薬屋のひとりごと」「呪術廻戦」「ハイキュー!!」などのタイトルが好調に稼働しました。一方、商品物販

においては、前年同期に「ハイキュー!!」「呪術廻戦」が好調だったため、減収となっております。 

なお、海外においては「呪術廻戦」「僕のヒーローアカデミア」などの配信や、キャラクターライセンスが好調に

推移しました。 
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TOHO animation作品のソース別収入の推移は記載のとおりです。 
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TOHO animationの配信・キャラクターライセンス収入の状況となります。国内外とも順調に成長しており

ます。 
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演劇事業です。帝国劇場の休館中も、シアタークリエや外部の劇場を活用し、主催公演の開催を行いました。

8月に開催した、「ナイツ・テイル-騎士物語-」が盛況となったことなどから、増収となりました。 

一方、営業利益は第 1四半期に借館料等の公演に係る費用等の増加があったことなどから、減益となりまし

た。 
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不動産事業です。営業収入は全国に所有する不動産が堅調に稼働したことなどから、増収となりました。営

業利益につきましては、大規模修繕費が減少したこと等により増益となりました。 

各小セグメントの前年同期との増減要因は、記載のとおりです。 
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連結 BSは記載のとおりです。 
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連結キャッシュ・フロー計算書も記載のとおりです。 

 

 

 

 

 

 



 

23 
 

 

続きまして、業績見通しと株主還元についてご説明いたします。2026年 2月期の通期業績予想について

です。「鬼滅の刃」「国宝」の記録的なヒットにより、映画事業が当初の予想を大きく上回り推移したことに加

え、IP・アニメ、演劇、不動産事業も堅調に推移したことなどから、通期業績予想を上方修正いたしました。 
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セグメント別営業収入予想は記載のとおりです。 
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株主還元についてです。配当予想については現時点で変更はございませんが、期末の配当予想につきまし

ては、株主還元方針に基づき検討していく考えです。 
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最後に、下期から来年にかけてのラインナップについてご説明いたします。 

映画では既に「8番出口」「チェンソーマン」がヒットしておりますが、11月には細田守監督の4年ぶりの最新

作、「果てしなきスカーレット」が公開となります。「果てしなきスカーレット」は日本および全世界で、ソニー・

ピクチャーズ エンタテインメントとの共同配給が決定しております。 

来期には「キングダム」「ゴールデンカムイ」など、ヒットが期待できる作品が豊富にそろっています。さらに冒

頭で申し上げましたが、来期からはワーナー・ブラザース作品の配給受託分も加わり、映画のパイプラインが

さらに充実する見通しです。 

アニメにおいても下期から、「僕のヒーローアカデミア」「SPY×FAMILY」「葬送のフリーレン」「呪術廻戦」の

新作が続々と放映となります。こちらも期待できるパイプラインがそろっておりますので、今後も国内外での

さらなる飛躍を目指していけると考えております。 

私からの説明は以上となります。ありがとうございました。 

以上 


